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タウンミーティング 聴きたい、話したい まちのこと 
 

日 時 平成29年2月19日（日）午前10時～11時30分 

場 所 エステスクエアふじみ野管理棟2階集会室（エステ・スクエアふじみ野

町会） 

参加者 27人 

  

 

主な意見等 

 

参加者  エステスクエアふじみ野マンションの横にある砂川堀には上流か

ら流れてくるゴミなどが多く、また、一時期のゲームアプリブーム

により多くの人々が入り込んだため、非常に汚い状況です。これか

らお花見の時期を迎えることなどもあり、訪れる方たちにもきれい

な場所をお見せしたいということもあるため、清掃をしていただき

たいと思います。なお、マンションの住民で清掃することが出来る

のであれば自分たちで清掃することも考えています。 
 
市 長   砂川堀については、埼玉県でも河川ではないとの見解であるため、

清掃が行き届いていないのが現状です。皆さんで清掃を行っていた

だくことはご好意として嬉しく思いますが、危険も伴うため、検討

した上で改めて担当からご連絡させていただきたいと考えます。ま

た市としてもゴミ捨て防止の啓発についても考えていきたいと思い

ます。 
 
 
参加者   大東文化大学との包括協定を締結しましたが、その経緯について

お尋ねします。 
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市 長   本市では、これまでも文京学院大学や東邦音楽大学と包括協定を

締結してまいりました。今の時代は地方創生の観点から「産・官・

学」の連携が必要とされている中で、大東文化大学とは同じ東上線

の沿線であることもあり、市としては大学が持つ学術資源を活用し

たく、大学側も文部科学省から地域貢献を推奨されている状況であ

ります。そのようなことから、お互いに支援し合おうということで、

今回包括協定を締結させていただきました。具体的な活動としては、

市の祭りに参加していただいたり、大学の先生に審議会のメンバー

に加わっていただいたり、今後も多岐にわたって協力していく予定

です。 
 
 
参加者   防犯灯を設置していただきたい場所がありますが、市に連絡する

と私道であるので設置できないと言われました。ぜひ設置していた

だきたいと思います。 
 
市 長   現状では私道は個人の財産であるとの見解から、そこに設置する

防犯灯は町会や自治組織など地域でご負担いただいているのが実態

です。市に寄付していただいて公道にするということであれば設置

することも可能となります。よろしければ個別にご相談をお受けし

たいと思います。 
 
 
参加者   道路のセンターラインが消えてしまっている箇所があるため、補

修をしていただきたいと思います。 
 
市 長   ラインが薄れている箇所が市内全域に存在している状況ですので、

その部分は補修していきます。 
 
 
参加者   大井総合支所の隣の消防署から消防車や救急車が出動するときに

狭い道を抜けていきますが、支障はないのかお尋ねします 
 
市 長   大井総合支所前の交差点の改良工事も行っており、道幅もあるの

で、現時点では特に問題とはなっておりません。 
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参加者   エコパのプールや入浴施設を使っておりますが、どこの自治体の

状況を聞いても同様の施設の高齢者の入場料が無料のところはない

ようです。高齢者からも入場料も徴収した方が施設のためにもよい

と感じますが、どのようにお考えなのかお尋ねします。 
 
市 長   私も有料化が必要であると考えましたが、入場料無料であった近

隣施設の「太陽の家」が、エコパの完成前に環境センターの建設に

伴い閉館せざるを得なかったことから、エコパも無料とした経緯が

ございます。市民のご負担も増えてしまいますが、皆さんからお預

かりしている税金を有効に使うという観点からは、これからの時代

は見直しも必要ではないかと考えます。 
 
 
参加者   エコパの利用者に対する制約事項が多すぎると感じます。 
 
市 長   ご不便をお掛けしておりますが、貴重なご意見とさせていただき

ます。 
 
 
参加者   今までは地方交付税の優遇措置がありましたが、それがなくなる

ということは、今後は厳しいと思います。ぜひ市政運営を頑張って

いただきたいと思います。 
 
市 長   今回の３月議会に提案する予算の中では、地方交付税が前年対比

２億円減と厳しい状況です。しかし、合併したことによる地方交付

税の恩恵により清掃センターの建て替えができたことは本市の将来

に向けて非常に良かったことと思っております。これからの数年間

が大変な時期ではあると思いますが、公共施設等整備基金、減債基

金、財政調整基金などを活用し、また、皆さんのご理解をいただき

ながら受益者負担の見直しをしてこの問題を解決し、それを乗り越

えることができれば、この市には明るい将来があると思います。激

励のお言葉ありがとうございます。 


